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当金庫では、経営の健全性等の更なる向上に向け、以下の体制により取り組んでおります。
　金融技術の高度化等経営環境の大きな変化に伴い、金融機関が抱えるリスクは一段と多様化、複雑化しております。こうした環境のもと、
お客様に安心してお取引いただくためには、各種リスク等の所在の認識とコントロールにより、経営の健全性と安定性を確保することが
大変重要となります。
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金融機関の経営管理（ガ
バナンス）が有効に機能
するためには、適切な内
部管理の観点から、役員
が高い職業倫理観を涵
養し、全ての職員に対し
て内部管理の重要性を
強調・明示する風土を組
織内に醸成することが
必要であるとの認識の
もと、実効的な管理態勢
の発揮に努めておりま
す。
具体的には、経営方針、
内部管理基本方針や各
種規程等を整備し、役員
の役割を明確にした組
織体制を構築し、モニタ
リングや適宜の見直し
を行っております。また、
内部監査態勢の整備や
監事及び外部監査によ
る監査態勢も確立し、そ
れらの評価・分析も受け
て、経営改善等に取り組
んでおります。

法令等遵守態勢の整備・
確立は、金融機関の業務
の健全性及び適切性を
確保するため、経営の最
重要課題と位置付け、役
職員全員が高い倫理観
と使命感を持って職務
にあたるよう、一丸と
なって取り組んでおり
ます。
具体的には、法令順守の
基本方針となる「石巻信
用金庫倫理憲章」を制定
し、それに基づき、日常
の金融業務に関係する
法令等の内容を解説し
た「コンプライアンス・
マニュアル」を作成し、
役職員一人ひとりの意
識の徹底を図っており
ます。

顧客保護等管理につい
ては、経営陣をはじめ各
役職員がお客様第一主
義の立場で規程や組織
体制を整備し、改善等を
行っております。
融資や預金および金融
商品取引の際は、お客さ
まの状況にあった適正
な商品説明や情報提供
に努め、相談や苦情に対
しては迅速かつ誠実に
対応しております。また
情報管理についても「個
人情報保護宣言」等に基
づき、外部委託時等も含
め漏えいのないように
努めております。その他、
利便性向上やお客さま
が犯罪等に巻き込まれ
ないための注意喚起な
どの施策も実施してお
ります。

資産査定とは、金融機関
の保有する貸出金等の
資産を個別に検討して、
回収の危険性または価
値の毀損の危険性の度
合に従って区分するこ
とで、お客様からの預金
などが、資産の不良化に
よりどの程度の危険に
さらされているかを判
定するものです。
当金庫では、資産査定委
員会及び資産査定部会
を組織し、「資産査定規
程」「貸出金の償却・引当
規程」等を制定し、これ
らの規程に基づき、営業
関連部署が査定を実施
し、その結果を受けて実
施部門から独立した資
産査定部署が査定監査
することにより、客観
性・正確性の確保に努め
ております。

自己資本管理とは、自己
資本充実に関する施策
の実施、自己資本充実度
の評価及び自己資本比
率の算定を行うことで
す。
当金庫では、自己資本比
率の算定に含まれない
リスク（与信集中リスク、
銀行勘定の金利リスク
等）も含め、リスクを総
体的に捉えたものを、自
己資本と比較・対照する
ことによって、直面する
リスクに見合った十分
な自己資本を確保して
いるかを定性的及び定
量的に評価しておりま
す。
なお、「銀行勘定の金利
リスク管理の概要」等に
ついては、後記「自己資
本の充実の状況等につ
いて」を参照願います。

経営の健全性確保への取り組み
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オペレーショナル・リスク管理

オペレーショナル・リスクとは、金融機関の業務
の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適
切であること、または災害等の外生的な事象に
より損失を被るリスクのことです。
当金庫では、事務リスク、システムリスク、その
他オペレーショナル・リスクに区分し、それぞれ
のリスクの削減に努めております。
●事務リスク
　事務リスクとは、事務処理におけるミスや事
故、不正等により損失を被るリスクのことです。
　当金庫では、監査室が営業店に対し定例的に
臨店検査を実施し、営業店には店内検査の月例
実施を義務付けております。また、内部規程の整
備や事務指導等により厳正な事務管理を行うよ
うに努めております。
●システムリスク
　システムリスクとは、コンピュータシステム
のダウンまたは誤処理や災害、不正使用等によ
り損失を被るリスクのことです。
　当金庫では、「システムリスク管理規程」等を
定め、情報資産の適切な保護・管理に努めており
ます。
　なお、「オペレーショナル・リスク管理の概要」
等については、後記「自己資本の充実の状況等に
ついて」を参照願います。

信用リスクとは、取引先
の倒産や財務状況の悪
化等により、損失を被る
リスクのことです。
当金庫では、貸出資産の
健全性を維持するため、
貸出審査部門と営業推
進部門を分離し、厳格な
体制をとっています。ま
た、貸出審査・管理能力
の向上を図るため、外部
研修への派遣、内部研修
の実施、臨店指導等を定
期的に行っております。
さらに、企業財務分析シ
ステム等を導入し、なお
一層の審査精度の向上
を図っております。
なお、「信用リスク管理
の概要」「信用リスク削
減手法の概要」等につい
ては、後記「自己資本の
充実の状況等について」
を参照願います。

市場リスクとは、金利、
為替、株式等の様々な市
場のリスク・ファクター
の変動により、資産・負
債の価値が変動し損失
を被るリスク、資産・負
債から生み出される収
益が変動し損失を被る
リスクのことで、主な市
場リスクには、「金利リ
スク」「価格変動リスク」
「為替リスク」がありま
す。
当金庫では、市場リスク
について、経営体力や管
理能力に見合ったリス
ク管理を行うことによ
り、適正な収益の確保に
努めています。
具 体 的 に は、ALM委 員
会を設置し、金利見通
しなどに基づき運用・調
達の方針を策定のうえ、
ALMシステム等により
市場リスクを管理し、安
定的に利益を確保でき
るよう努めております。

流動性リスクとは、運
用と調達の期間のミス
マッチや予期せぬ資金
の流出により、必要な資
金の確保が困難になる
リスクのことです。
当金庫では、資金繰りの
状況を適切に把握し、安
定的な資金繰り体制を
整備することに努めて
おります。
具体的には、日々の資
金繰りについては、支
払 準 備 資 産 が 預 金 残
高 の 一 定 水 準 以 上 を
維 持 す る よ う 管 理 し
ており、資金繰り管理
部 門 と 流 動 性 リ ス ク
管理部門との連携に務
めております。
また、流動性資金の確保
に向けた緊急時の資金
調達手段としては、信金
中央金庫に資金を預け
るなど、十分な支払準備
資産を確保しておりま
す。
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